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進
ん
で
活
動
や

行
事
に
参
加
を

観
音
寺
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

大
倉 

利
夫

　

市
老
連
で
は
、
各
単
位
ク

ラ
ブ
や
各
支
部
そ
れ
ぞ
れ
に

お
い
て
、
学
習
会
や
研
修
旅

行
、
ペ
タ
ン
ク
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、

囲
碁
、
将
棋
を
は
じ
め
、
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
な
ど
各
種
の

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
環
境
美
化
活
動
な

ど
、
社
会
奉
仕
活
動
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

高
齢
社
会
が
ま
す
ま
す
進

展
し
て
い
く
中
、
私
た
ち
は

仲
間
と
と
も
に
健
康
づ
く

り
、
生
き
が
い
づ
く
り
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
明
る
く

楽
し
く
元
気
で
多
く
の
仲
間

と
行
動
す
る
こ
と
が
、
健
康

寿
命
を
延
ば
す
一
因
に
な
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
い

ろ
い
ろ
な
活
動
や
行

事
に
で
き
る
限
り
積

極
的
に
参
加
を
さ
れ

て
、
多
く
の
仲
間
と
の

ふ
れ
あ
い
・
交
流
の
輪

を
広
げ
る
よ
う
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

全
力
プ
レ
ー
も
裏
方
の
努
力
の
賜
物

豊
浜
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
・
ク
ラ
ブ 

会
長　

合
田　

久
夫

　

豊
浜
Ｇ
Ｇ
Ｃ
の
プ
レ
ー
以

外
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

す
て
き
な
練
習
場
に
感
謝

を
込
め
て
、
毎
月
１
日
に
草

引
き
清
掃
を
し
ま
す
。
練
習

中
も
各
自
気
付
け
ば
吸
殻
、

ビ
ニ
ー
ル
ゴ
ミ
等
を
拾
い
ま

す
。
メ
ン
バ
ー
の
田
中
さ
ん

は
運
動
が
て
ら
と
い
っ
て
、

早
朝
か
ら
伸
び
た
枝
切
り
、

風
で
落
ち
た
ヤ
シ
の
皮
、
木

の
枝
の
除
去
を
は
じ
め
全
体

の
管
理
を
し
ま
す
。
女
性
メ

ン
バ
ー
の
藤
田
さ
ん
は
藤
棚

の
休
憩
所
の
清
掃
、
犬
の
糞

の
除
去
等
を
し
ま
す
。
二
人

の
日
々
の
活
動
に
は
頭
が
下

が
り
ま
す
。

　

さ
さ
や
か
で
す
が
、
公
園

に
来
る
人
が
気
持
ち
良
く
帰

れ
る
一
助
に
と
、
協
力
し
て

で
き
る
こ
と
を
継
続
し
ま
す
。

市
老
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
に
よ
せ
て

みんなの集いで「開会宣言」

日頃の手入れがあってこそ、
気持ちよくプレーできます。
皆さんに感謝。

第12回大会（H29.6.2）

優　勝 高橋　　博（中姫）

準優勝 村上　哲男（下組）

第３位 石川　征子（豊浜）

第13回大会（H29.11.10）

優　勝 高橋　恒夫（粟井）

準優勝 藤田　　潔（豊浜）

第３位 久保　　達（豊浜）

最高齢賞

92歳

上杉　　弘（萩原）
12、13回
大野　文野（豊浜）
12回

84歳 斉藤　文子（豊浜）
12回

83歳 桑城美智子（豊浜）
13回

第12回は103人、第13回は108人参加
（敬称略）

力強くスイング！
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10
月
２
日
（
月
）
の
大
会

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
、
朝

か
ら
降
っ
た
り
や
ん
だ
り
の

空
模
様
で
し
た
。
し
か
し
、

観
音
寺
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合
会　

大
西　

宏
和

全
天
候
型
『
萩
の
丘
公
園

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
』
の

お
か
げ
で
雨
の
心
配
な
く
大

会
は
開
催
。
各
地
か
ら
13

チ
ー
ム（
約
70
人
）が
参
加
し
、

予
選
は
４
グ
ル
ー
プ
に
、
決

勝
戦
は
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
チ
ー
ム
４
試
合
行
う
中

で
素
晴
ら
し
い
シ
ョ
ッ
ト
に
は

お
互
い
に
拍
手
、
見
事
な
失

敗
に
は
温
か
い
激
励
。
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い

熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
作
戦
と

個
人
の
技
術
が
大
切
な
団
体

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
少
し
の
体
力

と
頭
を
使
う
こ
と
で
、
年
配

者
に
と
っ
て
は
認
知
症
予
防
・

体
力
づ
く
り
・
健
康
増
進
に

最
適
な
ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
で
楽

し
く
、
和
や
か
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
を
続
け
た
い
も
の
で
す
。

ジャパン観音寺
第４位入賞＆敢闘賞！
　韓国南原市で 2016 年 10月
21 日（金）～ 23 日（日）に
開催されたアジアゲートボール
選手権大会に、日本代表 16チ
ームの１つとして“ジャパン観
音寺”チーム６人が出場。全体
では 15 か国 96 チームが出場
しました。
　結果は優勝、準優勝とも中国
で、３位が岐阜チーム(岐阜県)、
４位が観音寺チームでした。他
国チームは若い 20 ～ 30 歳代
の選手が多かった中で、70 歳
代中心チームでの入賞。敢闘賞
も受賞しました。

　

観
音
寺
市
ペ
タ
ン
ク
協
会

は
、
平
成
５
年
４
月
に
発
足

し
、
今
年
で
設
立
25
周
年
に

な
り
ま
す
。
現
在
の
会
員
数

は
約
４
０
０
人
で
す
。

　

協
会
の
目
的
は
、
健
康
・

長
寿
・
幸
福
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
、
ペ
タ
ン
ク
の
普
及
と
会

員
相
互
の
親
睦
、
融
和
を
図

る
と
と
も
に
、
明
る
く
住
み

よ
い
町
づ
く
り
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ペ
タ
ン
ク
は
３
人
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

集
団
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
一
年

を
通
し
て
各
種
大
会
が
あ

り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

健
康
増
進
、
体
力
づ
く
り
に

寄
与
し
て
い
ま
す
。

市
老
連
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
よ
せ
て

観
音
寺
市
ペ
タ
ン
ク
協
会

土
井　

克
昭

◆
ペ
タ
ン
ク
協
会
事
業
◆

・
ペ
タ
ン
ク
の
普
及
と
指
導

・
講
習
会
、
研
修
会
、
各

種
大
会
の
開
催

・
協
会
関
係
の
交
流
大
会

　
（
年
６
回
）

・
市
交
流
関
係
大
会

（
年
４
回
）

・
親
睦
大
会
、
各
地
大
会

に
参
加

・
県
交
流
関
係
大
会

（
年
12
〜
13
回
）

・
全
国
関
係
大
会

（
年
２
回
ほ
ど
）

真
剣
勝
負
のチー

ム
戦
展
開
！

13
チ
ー
ム
、
個
人
技
と
チ
ー
ム
力
競
う

第56回大会（H29.4.10）
優　勝 海　石（五郷）
準優勝 井　関
第３位 常磐Ｂ
第57回大会（H29.10.2）
優　勝 豊　浜
準優勝 萩　原
第３位 上の段

各チーム頭脳プレーを展開

アジアゲートボール選手権大会
第７回

参加したジャパン観音寺チーム 市
老
連
ペ
タ
ン
ク
交
流
大
会
に
よ
せ
て

第13回大会（H29.9.15）
58チーム183人参加

優　勝 松　本（一ノ谷）

準優勝 キズナ（一ノ谷）

第３位 藤　目（粟　井）

2位グループ

優　勝 オーロラ（一ノ谷）

3位グループ

優　勝 江　藤（一ノ谷）

※平成30年度は年２回開催予定です。
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〜
地
域
の
宝
・
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
〜

大
野
原
三
楽
ク
ラ
ブ
連
合
会

愛
育
会
と
の
寄
せ
植
え

　

11
月
19
日
（
日
）
大
野
原

愛
育
会
と
「
寄
せ
植
え
」
を

し
ま
し
た
。
親
御
さ
ん
と

我
々
三
楽
会
員
は
、
花
の
植

え
付
け
に
夢
中
。
そ
の
傍
ら

で
泥
遊
び
に
夢
中
な
子
ど
も

た
ち
の
賑
や
か
で
楽
し
そ
う

な
声
。

　

年
に
一
度
の
ふ
れ
あ
い
活

動
で
す
が
、
今
後
も
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。

保
育
所
で
の
伝
承
遊
び

　

１
月
17
日
（
水
）
大
野

原
保
育
所
の
誕
生
会
に
三
楽

会
員
も
参
加
し
ま
し
た
。
１

月
生
ま
れ
の
会
員
も
前
に
出

て
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

お
祝
い
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
伝
承
遊
び
で

は
、
一
緒
に
折
っ
た
紙
飛
行

機
を
飛
ば
し
た
り
、
お
手
玉

遊
び
や
コ
マ
回
し
を
披
露
し

た
り
し
て
、
今
年
も
子
ど
も

た
ち
以
上
に
伝
承
遊
び
を
楽

し
み
ま
し
た
。

〜
健
康
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
〜

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

◆
大
会
結
果

・
第
74
回 

６
月
１
日
（
木
）

【
参
加
８
チ
ー
ム
】

◇
優
勝　

中
姫
チ
ー
ム

・
第
75
回 

11
月
10
日
（
金
）

【
参
加
７
チ
ー
ム
】

◇
優
勝　

五
郷
第
一
チ
ー
ム

◆
大
会
結
果

・
第
15
回　

６
月
16
日
（
金
）

【
参
加
44
チ
ー
ム
】

◇
１
位
グ
ル
ー
プ
優
勝

　

中
央
Ｂ

・
第
16
回　

12
月
５
日
（
火
）

【
参
加
42
チ
ー
ム
】

◇
１
位
グ
ル
ー
プ
優
勝

　

ト
ミ
ー
ズ

ペ
タ
ン
ク
大
会

第
16
回 

運
動
会

　

10
月
26
日
（
木
）
大
野
原

会
館
で
第
16
回
運
動
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
全
10
競
技
中

得
点
種
目
が
４
種
目
あ
り
、

各
種
目
１
位
の
地
区
は
次
の

と
お
り
で
す
。

・
輪
投
げ　
　

…
小
山
地
区

・
ボ
ウ
リ
ン
グ
…
小
山
地
区

・
ペ
タ
ン
ク　

…
五
郷
地
区

・
玉
入
れ　
　

…
萩
原
地
区

大大大
野野野
原
支
部

原
支
部

原
支
部

紙飛行機に子どもたちも興味津々

協力して優勝目指すビュット目がけて一球入魂

なかなか難しい
缶つみ競争

３世代が寄せ植えに挑戦
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〜
支
部
行
事
ア
ラ
カ
ル
ト
〜

　

４
月
７
日
（
金
）
会
員

１
１
８
人
が
研
修
旅
行
へ
出

発
。
行
き
先
は
、
日
本
さ
く

ら
名
所
１
０
０
選
に
選
ば
れ

た
島
根
県
雲
南
市
木
次
の

『
斐ひ

い伊
川か
わ

堤
防
桜
並
木
』で
す
。

　

全
長
２
キ
ロ
に
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
が
約
８
０
０
本
植
え
ら

れ
、
桜
の
手
入
れ
の
専
門
家

「
桜
守
」
に
よ
っ
て
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。
小
雨
の
ま
じ

る
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た

が
、
満
開
の
桜
の
ト
ン
ネ
ル

に
心
癒
や
さ
れ
る
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
「
縁
結
び
の

聖
地
」「
結
婚
式
発
祥
の
地
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
八
重
垣
神

社
へ
。
参
拝
者
に
人
気
の
あ

る
鏡
の
池
で
の
縁
占
い
で

は
、
池
の
周
り
を
何
重
に
も

取
り
囲
ん
だ
会
員
が
、
水
面

の
占
い
紙
の
行
方
を
見
守
り

一
喜
一
憂
し
ま
し
た
。

　

５
月
25
日
（
木
）
第
56
回

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
記

念
講
演
に
音
楽
療
法
士
の
三

崎
め
ぐ
み
先
生
を
迎
え
て
、

若
い
頃
歌
っ
た
懐
か
し
い
曲

を
歌
い
、
先
生
の
軽
快
な

ト
ー
ク
で
会
場
は
笑
い
に
包

ま
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時

間
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

帰
る
頃
に
は
、
大
笑
い
の

効
果
で
免
疫
機
能
が
向
上
し
、

気
持
ち
軽
や
か
に
、
来
た
と

き
よ
り
元
気
に
な
れ
ま
し
た
。

一緒に歌って健康に

〜
奉
仕
活
動
で
気
分
晴
れ
晴
れ
〜

　

８
月
24
日
（
木
）
役
員
会

開
催
前
に
、
特
養
ひ
う
ち
・

老
健
ひ
う
ち
荘
へ
訪
問
し
花

生
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い

ま
し
た
。

　

家
に
あ
る
花
木
を
持
ち
寄

り
、
各
々
が
我
流
で
花
を
生

け
ま
す
。暑
い
時
期
な
の
で
、

花
の
種
類
や
数
も
た
く
さ
ん

集
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の

分
や
さ
し
い
気
持
ち
を
届
け

よ
う
と
、
毎
年
続
け
て
い
ま

す
。
次
回
は
、
３
月
に
訪
問

予
定
で
す
。

　

９
月
14
日
（
木
）
16
ク
ラ

ブ
１
１
３
人
の
会
員
が
参
加

し
、
萩
の
丘
公
園
の
清
掃
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
周
辺
道

路
と
公
園
内
を
分
担
し
て
、

ゴ
ミ
拾
い
、
草
抜
き
、
溝
さ

ら
い
、
落
ち
葉
か
き
等
を
約

１
時
間
作
業
し
ま
し
た
。
途

中
、
マ
ム
シ
を
生
け
捕
り
に

し
た
会
員
も
い
て
、「
焼
酎

漬
け
す
る
」
と
、
持
ち
帰
っ

た
よ
う
で
し
た
。

　

ケ
ガ
も
な
く
作
業
が
終
わ

り
、サ
ッ
パ
リ
き
れ
い
に
な
り
、

さ
わ
や
か
な
気
分
に
な
り
ま

し
た
。
年
に
一
度
の
清
掃
活

動
で
す
が
、
今
後
も
継
続
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

圧
巻
！ 
全
長
２
キ
ロ
桜
の
ト
ン
ネ
ル

♪
歌
は
心
の
ビ
タ
ミ
ン
剤
♪

花
生
け
で
施
設
訪
問

清
掃
活
動
で
サ
ッ
パ
リ
さ
わ
や
か
！

美しい桜で春を満喫

細かいところまで清掃

花とともに真心をお届け



　  平成30年３月　　（6）
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私たちは観音寺市老人クラブ連合会の活動を応援しています

豊
浜
長
寿
会
連
合
会

豊
浜
支
部

豊
浜
支
部

豊
浜
支
部

ア
ベ
ッ
ク
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

　

５
月
30
日
（
火
）、
ア
ベ
ッ

ク
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
開
催
さ

れ
、
77
人
が
高
須
賀
夕
映
え
公

園
か
ら
一
の
宮
公
園
ま
で
往
復

約
３
㎞
を
歩
き
ま
し
た
。

　天候にも恵まれさわ
やかな浜風の中、元気
に歩きました。到着後
のパンとお茶はとても
おいしかったです。
　ペアの人とのおしゃ
べりも楽しく、ゴミを
拾いながら帰りました
が、道路がきれいにな
り、充実した一日を過
ごしました。

ク
リ
ス
マ
ス
会

　

12
月
５
日
（
火
）
豊
浜
公

会
堂
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開

催
し
、
70
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
「
キ

ン
コ
ン
カ
ン
」
の
ハ
ン
ド
ベ
ル

演
奏
を
聴
き
、
少
し
早
い
ク

リ
ス
マ
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

大
盛
り
あ
が
り
の
イ
ベ
ン
ト

楽
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
も

　長寿会のクリスマス会を
毎年楽しみにしています。
ツリーも飾られ、みなさん
と一緒にいただくケーキは
とてもおいしいです。ハン
ドベルは音色がきれいで、
うっとりと聞き入りました。
　最後のプレゼント交換で
は「もしもしかめよ♪」と
歌に合わせてプレゼントを
回しますが、なかなかうま
く回らず、みんな爆笑です。
とても楽しい時間を過ごし
ました。

参加者の声

歩いて楽しく交流♪

ほっとひと息たくさんのゴミも拾いました

参加者の声

懐かしい曲が流れ一緒に歌いました

歌にあわせてプレゼント交換
何が回ってくるか楽しみです

おいしい
クリスマスケーキを
いただきました
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私たちは観音寺市老人クラブ連合会の活動を応援しています

３ 世 代 交 流
今年度も、３世代交流で

たくさんの子どもたちとふれあいました

　７月４日（火）
　七夕まつりに保育所の子どもたち
と笹飾りや昔遊びで楽しみました。

　７月30日（日）
　一の宮公園で「３世代ゲートボ
ール大会」がありました。

豊
浜
長
寿
会

平
成
29
年
度
年
間
行
事

◆
５
月

総
会

ア
ベ
ッ
ク
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

◆
６
月

　

会
長
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会

◆
７
月

　

七
夕
ま
つ
り

３
世
代
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

◆
９
月

　

施
設
訪
問

　

お
月
見
会

　

３
世
代
ふ
れ
あ
い
学
習

◆
10
月

　

世
代
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

奉
仕
作
業

◆
11
月

　

親
睦
旅
行

　

第
１
回
長
寿
大
学

　

交
通
安
全
教
室

◆
12
月

　

ク
リ
ス
マ
ス
会

　

ペ
タ
ン
ク
交
流
会

会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

◆
３
月

　

第
２
回
長
寿
大
学

　

奉
仕
作
業

　

豊
浜
長
寿
会
の

モ
ッ
ト
ー
は
！

　
元
気
が
一
番

　
笑
顔
が
二
番

　
自
分
の
た
め
に
！

　
み
ん
な
の
た
め
に
！

　
地
域
の
た
め
に

　
ぼ
ち
ぼ
ち
が
ん
ば
ろ
う
！

　

　

　平成29年
２月 12日（日）

　愛育会のもちつき
で、お父さん・お母
さんや子どもたちと
つきたてのお餅をま
るめて、おいしくい
ただきました。

　９月24日（日）
　小学５・６年生とふれあい学習
でお箸・竹とんぼを作りました。

　12月 20日（水）
　小学６年生とお
正月用のしめ縄を
作りました。
　自分の作ったし
め縄を飾りたいと、
一生懸命作ってい
ました。

　

　12月 15日（金）
　保育所の子どもた
ちと一緒に餅つきを
しました。子どもた
ちの「ペッタンコ」
の声に力が入ります。

　

　12月７日（木）
　中学１年生とのペタンク交流
会。指導の程はいかばかり？

長寿会の皆様へ
( 小学６年生からのお礼文 )

　３世代ふれあい学習で
は、竹とんぼの作り方を教
えてくれたり、手伝ってく
ださったりしてくださりあ
りがとうございました。
　竹とんぼ作りで教えても
らったことは、高く飛ばす
ために、薄く削る工夫を学
びました。実際に飛ばして
みると高く飛びました。こ
の経験を生かして、これか
ら昔の遊びを広めたいです。
　最後に、これからもお体
に気をつけてがんばってく
ださい。
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私たちは観音寺市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　９月 23 日（土・祝）午前８時 30 分から
観音寺小学校体育館で開催。
　会場変更となった今年度、約530人の参加者
が多彩な競技や応援にさわやかな汗を流しました。

会場変更に伴い、駐車場係、
着順係、コース係、用具係
等、女性・壮年部員以外の
協力に支えられました。

選手宣誓

閉会宣言

新競技「玉入れレース」

ラケットレース

置換競争

ドリブル競走

開会宣言なかよく二人で
ルンルンルン

有志による踊り

新競技「山！川！」

細川寿之さん

多くの皆さんの協力により大会はスムーズに進行久保田哲生理事

アンカーに熱視線

片山和幸保健部長

スカートの着脱に
チームで協力

ペタンク

協力一致

観
音
寺
支
部

観
音
寺
支
部

観
音
寺
支
部

第42回 観音寺支部スポーツ大会
多彩な種目でハッスル！
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私たちは観音寺市老人クラブ連合会の活動を応援しています

観 音 寺 市 老 連

八幡寿親睦会　藤原　勝義

　

盆
の
８
月
13
日
に
は
、
３

世
代
交
流
盆
踊
り
を
し
て
お

り
、
３
年
に
な
り
ま
す
。

　

40
年
程
前
は
寺
や
広
場
で

行
わ
れ
賑
や
か
だ
っ
た
と
聞常磐長春クラブ　磯崎 　紘

　

当
ク
ラ
ブ
は
、
流
岡
、
村

黒
、
植
田
、
出
作
の
４
単
位

ク
ラ
ブ
の
合
同
体
で
す
。
会

員
数
は
１
１
８
人
。

　

主
な
活
動
目
標
は

次
の
４
点
で
す
。
①

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
を

増
強
す
る 

②
健
康

を
増
進
し
自
助
活
動

を
強
化
す
る 

③
学

習
活
動
、
安
全
活
動

を
推
進
す
る 

④
地

域
内
の
諸
団
体
と
連

携
し
、
地
域
環
境
の

美
化
や
社
会
貢
献
を

通
じ
て
地
域
お
こ
し

に
協
力
す
る
。

４クラブ協力し活動

　

１
０
０
万
人
会
員
増

強
運
動
が
開
始
し
て
か

ら
４
年
目
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　

先
日
、
委
員
全
員
で

憩
の
家
保
存
物
品
等
を

整
理
整
頓
し
ま
し
た
。

書
庫
に
は
平
成
17
年
３

月
１
日
発
行
冊
子
「
あ

ゆ
み
」
が
あ
り
、
10
周

年
記
念
誌
で
し
た
。
初

代
委
員
長
川
上
ミ
ナ
エ

様
は
じ
め
、
当
時
の
委
員
12

人
の
活
動
状
況
が
写
真
と
と

も
に
掲
載
さ
れ
、
先
輩
た
ち

の
活
動
に
感
動
。

　

私
た
ち
も
毎
月
の
「
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
」
を
充
実
さ
せ

て
仲
間
づ
く
り
に
励
み
ま
す
。

90
分
の
集
い
で
若
返
ろ
う
。

壮年部「お盆前、夏の清掃作業」

　

年
間
行
事
の
一

日
研
修
旅
行
が
11

月
８
日
（
水
）、

小
雨
の
中
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
は

36
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
の
モ

ネ
の
庭
で
は
、
雨

の
中
水
色
や
ピ
ン

ク
の
睡
蓮
を
見
物

後
、
一
路
馬
路
村

を
目
指
し
て
長
い

山
道
を
長
時
間
移

動
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
う
ま
じ
で
山
の
中
と
は

思
え
な
い
昼
食
を
と
り
、
馬

路
村
農
協
柚
子
の
森
加
工
場

を
見
学
。
村
の
人
口
８
０
０

人
程
の
内
１
０
０
人
以
上
を

雇
用
す
る
素
晴
ら
し
さ
に
感

動
し
、
大
変
勉
強
に
な
り
帰

途
に
つ
き
ま
し
た
。

研修旅行

き
ま
す
。
ボ
ケ
防
止

も
兼
ね
、
揃
い
の
法

被
に
う
ち
わ
を
背

に
、
子
ど
も
た
ち
も

一
緒
に
笑
い
な
が

ら
、
足
の
痛
い
人
や

手
の
上
が
ら
な
い

人
、
声
を
か
け
合
い

踊
り
ま
す
。
今
回
は

市
長
さ
ん
も
参
加
さ

れ
一
層
盛
り
あ
が
り

ま
し
た
。

　

こ
の
盆
踊
り
が
、

八
幡
町
の
夏
の
風
物

詩
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今後も盆踊りを継承していきます

観音寺支部女性委員会　白川カツミ

「あゆみ」によせて

あゆみ

参加：壮年部 他有志
　毎年お盆の帰省者のため、観音寺駅周辺
の清掃と花壇の整備を行っています。

観
音
寺
支
部
研
修
部
長　

林　
　

昌
宏

「
高
知
モ
ネ
の
庭
・
馬
路
村
」

雨の中各名所を見学

「みんな集まれ！ 盆踊り」
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■第12回観音寺市社会福祉大会
平成29年９月30日（土）

◆市社協会長表彰受賞者
　平井　　孝・横内　照文・長谷川俊夫
　国土ヨシミ・近藤　絢子・坂田　忠良

■創立60周年記念
  ぼちぼちクラブ香川みんなの集い

（第34回香川県老人クラブ大会）

平成29年11月17日（金）

◆老人クラブ功労者
　高田宏一郎・藤川　茂浩・矢野　富也

◆優良老人クラブ（団体の部）
　堀切長寿会（薦田　新六）

◆プラス５人作戦達成クラブ表彰
　茂木町若竹会（石田　芳徳）
　梅月会（横山　光男）
　柞田洗心会乙（森脇　豊子）
　和楽会（大倉　利夫）
　萩原第一クラブ（中野　修宏）
　萩原第二クラブ（矢野　正典）

◆100万人会員増強運動特別賞
　萩原第一クラブ（中野　修宏）
　萩原第二クラブ（矢野　正典）

■第22回大会
平成29年８月23日（水）・24日（木）

◆囲碁の部（23日）
優　勝　Ａ級　久保　　等（瀬戸町）

Ｂ級　大倉　利夫（高屋町）
準優勝　Ａ級　松本　佳和（柞田町）

Ｂ級　山﨑進太郎（春日町）
第３位　Ａ級　福田　久和（流岡町）

Ｂ級　兼松　政人（植田町）
◆将棋の部（24日）
優　勝　Ａ級　岡田　繁満（柞田町）
　　　　Ｂ級　行天　幹夫（池之尻町）
　　　　Ｃ級　安藤　明貞（室本町）
準優勝　Ａ級　杉本　萬治（大野原町中姫）
　　　　Ｂ級　藤井　賢一（新田町）
　　　　Ｃ級　吉田　　勇（大野原町中姫）

■第23回大会
平成30年１月18日（木）・19日（金）

◆将棋の部（18日）
優　勝　Ａ級　山下　秀雄（大野原町萩原）
　　　　Ｂ級　内山　藤章（池之尻町）
　　　　Ｃ級　各務　　清（池之尻町）
準優勝　Ａ級　中須賀正久（琴浪町）
　　　　Ｂ級　三野　清市（池之尻町）
　　　　Ｃ級　大石　　巌（流岡町）
第３位　Ａ級　香川幸一郎（粟井町）
　　　　Ｂ級　安藤　明貞（室本町）
　　　　Ｃ級　森川　栄一（出作町）
◆囲碁の部（19日）
優　勝　Ａ級　松本　佳和（柞田町）
　　　　Ｂ級　山﨑進太郎（春日町）
準優勝　Ａ級　福田　久和（流岡町）
　　　　Ｂ級　大倉　利夫（高屋町）
第３位　Ａ級　岡田　繁満（柞田町）
　　　　Ｂ級　橋本　　茂（柞田町）

市
老
連
女
性
委
員
会

料
理
、
体
操
、
手
芸
で
広
が
る 

友
達
の
輪

　

本
会
で
は
年
２
回
の
役
員

会
と
、
年
３
回
の
教
室
を
各

地
区
持
ち
回
り
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
の
料
理
教
室
は
、

近
年
増
加
し
て
い
る
地
震
等

の
災
害
時
に
作
れ
る
お
い
し

い
非
常
食
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

『
親
子
丼
』
を
作
り
ま
し
た
。

鶏
の
缶
詰
を
使
用
し
簡
単
か

つ
安
く
作
る
こ
と
が
で
き
、

も
ち
ろ
ん
普
段
食
べ
る
に
も

申
し
分
の
な
い
も
の
で
し
た
。

　

健
康
教
室
で
は
気
軽
に
行

え
て
健
康
増
進
で
き
る
体
操

や
、
遊
び
な
が
ら
体
を
動
か

す
こ
と
が
で
き
る
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
（
ゲ
ー
ム
）
等

を
行
い
ま
し
た
。

　

手
芸
教
室
は
、
毎
年
そ
の

年
の
干
支
の
貼
り
絵
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
そ
の
年
々
の

趣
向
を
凝
ら
し
、
皆
で
ワ
イ

ワ
イ
話
し
な
が
ら
楽
し
ん
で

作
り
ま
し
た
。
完
成
後
は
、

お
互
い
の
作
品
を
見
て
完
成

し
た
喜
び
を
分
か
ち
合
い
な

が
ら
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

過
ご
し
ま
し
た
。

　

女
性
委
員
が
集
ま
る
こ
と

で
い
ろ
い
ろ
な
話
が
で
き
、

友
達
の
輪
も
広
が
り
ま
し

た
。
女
性
委
員
の
一
員
と
し

て
有
意
義
な
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
、
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

　萩原第一クラブ（中野　修宏）

みんなの集いでの表彰式
真剣な表情で対戦

委
員
長　

山
下　

光
子

親子丼完成！

▲手芸教室

▲健康教室

囲碁・将棋大会　結果受賞おめでとうございます
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「
健
康
の
秘
訣
と
は
」

　

趣
味
と
生
き
様
を
楽
し

そ
う
に
語
り
、
柔
ら
か
な

笑
み
は
く
ず
さ
な
い
。
時
々

「
カ
カ
カ
…
」
と
笑
い
が
入

り
、
最
後
に
は
奥
様
へ
の
感

謝
。
好
き
な
こ
と
を
好
き
な

よ
う
に
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
。
今
も
昔
も
…
だ
か
ら

折
に
つ
け
〝
あ
り
が
と
う
〞

を
言
葉
に
し
て
い
る
の
だ

と
か
。

・
愛
し
て
る
な
ど
と
は
と
て

も
じ
ゃ
言
え
な
い
が
今
際

に
何
を
妻
に
残
さ
ん

・
手
間
ひ
ま
を
か
け
た
る
料

理
の
味
深
し
厨
に
汗
す
る

妻
に
感
謝
す

　

一
昨
年
、
第
22
回
宮
柊
二

記
念
館
全
国
短
歌
大
会
で
一

般
の
部
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
。
自

筆
短
冊
の
書
体
は

人
柄
そ
の
も
の
で
、

歌
の
思
い
と
重
な

り
心
に
し
み
る
。

・
花
冷
え
の
所
為

に
し
妻
は
さ
り
げ

な
く
腕
か
ら
め
く

る
夜
ざ
く
ら
の
下

　

多
趣
味
な
自
由
人
と
評
さ

れ
る
が
、
何
事
に
対
し
て
も

真
摯
な
姿
勢
と
探
求
心
、
何

よ
り
人
を
惹
き
付
け
る
明
る

さ
は
、
ご
自
身
の
努
力
の
た

ま
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
釣

り
、
投
網
、
短
歌
、
俳
句
、

ラ
イ
フ
ル
、
家
庭
菜
園
、
料

理
、
ゴ
ル
フ
…
次
々
と
語
る

趣
味
の
数
々
は
、
心
と
体
の

バ
ラ
ン
ス
が
と
て
も
自
然
で

無
理
が
な
い
。

　

今
の
心
配
ご
と
は
方
言
の

衰
退
。
最
後
は
地
元
に
恩
返

し
を
と
の
思
い
を
、
き
っ
と

佐
野
流
で
形
に
残
し
て
く
れ

る
こ
と
だ
ろ
う
。
ご
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

︻
俳
句
︼

一
団
の
経
冬
天
へ
昇
り
た
り

栄
町
　
　
西
岡
　
幸
子

秋
霖
や
旅
す
る
こ
と
の
な
き
地
図
を

植
田
町
　
中
西
　
和
美

蔓
も
ど
き
老
い
て
母
似
の
癖
い
く
つ

豊
浜
町
　
大
野
　
領
子

小
走
り
の
遍
路
に
釣
瓶
落
し
の
日

植
田
町
　
兼
松
ま
さ
と

実
南
天
普
段
着
の
僧
庭
に
出
て

柞
田
町
　
上
杉
　
苳
子

風
ま
と
は
せ
て
散
策
の
冬
帽
子

八
幡
町
　
藤
原
し
げ
み

冬
の
雷
真
夜
突
き
破
り
駆
け
抜
け
り

出
作
町
　
三
好
智
恵
子

寒
禽
を
呑
み
込
み
に
け
り
楠
大
樹

出
作
町
　
横
山
シ
ゲ
ミ

佐野　仁さん
昭和 14年生まれ・豊浜町在住

寿楽訪問 vol.2

　　
「
寿
楽 

観
音
寺 

第
３
号
」

を
お
届
け
し
ま
す
。

　

会
員
皆
様
の
活
動
の
様
子

が
、
記
事
に
よ
っ
て
よ
く
分
か

り
ま
す
。
特
に
参
加
者
が
多

い
運
動
会
は
、
３
支
部
の
参
加

者
を
合
計
す
る
と
２
，
１
０
０

人
に
も
な
る
盛
況
さ
で
す
。
今

年
度
、
豊
浜
長
寿
会
の
運
動
会

が
、
悪
天
候
に
よ
り
開
催
が
見

送
ら
れ
残
念
で
し
た
。

　

老
人
会
に
加
入
し
て
い
な

い
人
に
は
、「
老
人
会
で
楽
し

み
ま
し
ょ
う
」
と
声
か
け
し
ま

し
ょ
う
。

（
会
報
紙
編
集
委
員
会
）

委
員
長

　

高
田
宏
一
郎

委　

員

　

茨
木　
　

大
・
阪
上　

耕
造

　

片
山　

和
幸
・
山
下　

光
子

　この度、「寿楽観音寺」の発行に
あたりまして、広告掲載のご協力を
賜り、誠にありがとうございました。
今後とも末永きご支援をお願い申
し上げます。
 【観音寺市老人クラブ連合会】

スポンサーへの御礼 編
集
後
記

じゅらく広場
︻
短
歌
︼ 

歌
壇

盛
り
場
の
面
影
も
無
き
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
喪
家
の
犬
か
さ
ま
よ
い
歩
く

豊
浜
町
　
佐
野
　
　
仁

亡
き
夫
の
遺
品
に
古
き
日
記
出
て
吾
に
告
げ
ざ
り
し
苦
境
を
読
め
り

柞
田
町
　
牧
野
シ
ゲ
ミ

シ
ル
バ
ー
カ
ー
の
老
女
と
犬
が
夕
焼
け
の
河
口
の
橋
を
影
ひ
き
て
ゆ
く

柞
田
町
　
向
井
富
美
子

突
堤
に
腰
を
お
ろ
し
て
海
を
見
る
老
い
し
漁
師
を
つ
つ
む
夕
映
え

瀬
戸
町
　
横
山
　
敦
子

夜
の
花
眺
め
て
を
れ
ば
蝶
・
と
ん
ぼ
親
し
げ
に
飛
ぶ
わ
れ
を
め
ぐ
り
て

柞
田
町
　
横
山
　
文
雄

夏
来
れ
ば
赤
き
鼻
緒
の
下
駄
履
き
て
少
女
の
頃
の
我
に
戻
ら
ん

室
本
町
　
高
田
　
洋
子

﹁
有
難
う
﹂
﹁
お
願
い
し
ま
す
﹂
と
腰
曲
げ
る
亡
母
の
姿
は
老
後
の
手
本

室
本
町
　
高
田
　
道
代
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全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ

で
、
平
成
26
年
度
か
ら
５

か
年
計
画
で
「
１
０
０
万

人
会
員
増
強
運
動
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
香
川

県
で
は
プ
ラ
ス
５
人
作
戦

の
上
位
成
績
団
体
を
推
薦

し
、
今
年
度
４
団
体
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
賞
を
受
賞
し
た
２
ク

ラ
ブ
に
、
活
発
な
活
動
の
コ

ツ
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

12
月
17
日
（
日
）、
大
野

原
八
幡
神
社
境
内
で
大
野
原

古
墳
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

浜
田
知
事
や
白
川
市
長
も
出

席
し
、
午
前
９
時
か
ら
開

会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
貴

重
な
史
跡
の
次
世
代
へ
の
継

承
を
目
指
し
た
こ
の
催
し
で

は
、
小
・
中
・
高
校
生
ら
の

活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
ポ
ス
タ
ー
、

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
、
ス
タ
ン
プ
原
画
等
で

最
優
秀
と
な
っ
た
５
人
の
大

野
原
小
・
中
学
生
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
野
原
古
墳
群
は
６
世

紀
終
わ
り
か
ら
７
世
紀
前

半
に
か
け
て
造
ら
れ
た
「
椀

貸
塚
」「
平
塚
」「
角
塚
」
の

３
つ
の
巨
石
墳
か
ら
な
り
、

２
０
１
５
年
国
史
跡
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
豪
族

が
、
約
７
０
０
ｍ
の
範
囲
内
に

３
世
代
に
わ
た
っ
て
築
造
し

た
と
み
ら
れ
る
貴
重
な
古
墳

群
で
、
そ
の
価
値
を
広
く
知

ら
せ
、
多
く
の
人
に
巨
大
な

石
室
の
幽
玄
な
世
界
を
体
感

し
て
も
ら
お
う
と
、
地
元
実

行
委
員
会
が
計
画
し
ま
し
た
。

　
「
文
化
財
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
を
受
講
し
た

中
・
高
校
生
が
ガ
イ
ド
を
務

め
、
石
室
内
の
構
造
や
古
墳

の
外
観
の
特
徴
を
説
明
し
ま

し
た
。

　

大
野
原
三
楽
ク
ラ
ブ
連
合

会
も
茨
木
会
長
を
先
頭
に
協

力
員
と
し
て
参
加
し
、
前
日

ま
で
の
準
備
や
数
百
人
の
参

加
者
の
接
待
等
に
力
を
尽
く

し
ま
し
た
。

受賞した２クラブ役員の皆さん

「古墳まつり」で
大
野
原
古
墳
ま
つ
り

　
　
　
　
　

実
行
委
員
会

会
長　

久
保　

道
生 角塚石室内

【活発な活動のコツ】
①地道に「声かけ」でまず一歩
②夫婦で加入で次の一歩
③口コミ、大会参加など機会があれば「一緒にやろ
う」と誘う、最後はこれに尽きます。
　地域の居場所となるほど会員が増えて嬉しいです。

「
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別
賞
」
を
受
賞
！

萩
原
第
一
・
第
二
ク
ラ
ブ
が

萩
原
第
一
ク
ラ
ブ
（
中
野
修
宏
会
長
）

　
　
　

会
員
数
１
９
６
人　
　
　

増
加
数　

25
人

萩
原
第
二
ク
ラ
ブ
（
矢
野
正
典
会
長
）

　
　
　

会
員
数
２
０
６
人　
　
　

増
加
数　

19
人

３世代交流

第３号


